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備　　前　　市　　施　　策　　評　　価　　シ　　ー　　ト

コード 役職 市民協働課長

氏名 眞野なぎさ 過年度実績 評価年度
作
成
者 電話 64-1823 H23 H24 H25

単
位

時間 目標 20.0 25.0成
果
指
標

実績 17.5 24.1

達成率

－ H28 30.0

87.5 120.5 #VALUE! H34 35.0
ベンチマーク － －

目標 100.0 100.0 100.0 H26 100.0

実績 83.3 95.2 89.7 H28 100.0

－

達成率 83.3 95.2 89.7 H34
ベンチマーク －

目標 6 6 8 H26 8

実績 4 6 5 H28 10

達成率 66.7 100.0 62.5 H34 12
ベンチマーク － －

目標 1,000 1,000 1,000 H26 1,000

実績 1,092 981 943 H28 1,060
人権問題研修会や各種イベントの参加者
数が増えることは人権意識の高揚に繋が
る達成率 109.2 98.1 94.3 H34 1,130

ベンチマーク －

実施主体 新規に必要な事業・連携が必要な事業 説明・期待される効果

5：非常に高い　4：高い　3：どちらともいえない　2：低い　1：非常に低い

判　断　理　由　（なぜ、そのランクと評価したのか）

啓発標語募集事業

人権啓発研修会等の充実

各種団体、企業、市民に対し、男女共同参画を含めて、人権問題が単なる知識として理解されるだけでなく、差
別が存在するということを自らの課題として受け止め、日常生活の中でお互いを尊重し合えるように、人権感覚
を育み、意識の高揚を図る。

＜成果指標の妥当性＞
　施策の目的・成果を表現し
ているか？

4

地域活動の充実

相談体制の充実

男女共同参画意識の普及啓発

男女共同参画の推進

調査年度 H25

重要度 2.97
進行年度(H26年度)の取組内容

（課 題 解 決 状 況）
より多くの市民に参加していただけるように、さまざまな角度から、人権問題や男女共同参画の課題
に対してアプローチをした研修会等を開催している。

満足度 2.34

役職 市民生活部長

調査対象でない施策
は、市民の反応等

人権問題の解決や男女共同参画社会の実現は、あらゆる機会を捉えた啓発活動や問題提起に
よって実現に近づくと思われるので、それぞれの事業は施策目的達成に適当である。

4 やや高い

二次評価者コメント

（誰のために、何の
ために）

参
考
指
標
①
参
考
指
標
②
参
考
指
標
③

基本構想（大項目）

③ 現況と課題 21世紀は「人権の時代」と言われながら、依然として、女性、子ども、高齢者、障がいのある人などに対する人
権侵害や同和問題など様々な人権問題が発生し、複雑・多様化している。また、インターネットなどによる新た
な人権侵害も生じている。これらの問題解決のため、あらゆる機会を捉えて意識付けを中心とした人権啓発に努
め、特に研修会などの学習内容の質的向上も図る。また、さまざまな問題に直面した当事者をサポートする相談
体制の充実を図る。

（総合計画から現在
の問題点を抽出）

⑧ 施策の評価

項　　　目 評価

＜備前市総合計画の内容から記載する＞

① 政策の体系
自己実現政策「生涯学習、歴史、文化」

基本計画（中項目） 自分を磨ける・自分を変えられるまち

調査結果に対するコメン
ト、市民の反応等

施策全体の平均値と比較すると、重要度が低く、満足度が中位となっている。
人権問題は、「全体ではなく、一部の問題である」との意識が根底にあるのではないかと考える。

⑤ 市民意識調査による施策の重要度・満足度

④ 施策展開

（総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出）

② 対象と目的

基本施策への
貢献度

翌年度(H27年度)の取組目標
携帯電話やインターネットの普及により出現した、新たな人権課題に対する啓発や、人権・ＤＶ被害
に対する相談体制の確立を行うとともに、職員のスキルアップを図る。

人権問題には、多種多様なものがあり、それぞれに応じた対応が必要となるた
め、職員のスキルアップが不可欠といえる。共通するものは、粘り強い啓発活動
が必要であることで、そのために様々な方法を検討し、実施すること。氏名 有吉　隆之

市民意識調査による「地域や職場で男女が対等に活躍できていると感じる市民の割合」が増え
れば、男女共同参画社会の実現に近づく。

1

＜事業構成の適当性＞
　手段は最適か？ 42

3
＜施策の有効性＞
　指標分析、評価年度･ 中長
期の達成見込みは？

4
「地域や職場で男女が対等に活躍できていると感じている市民の割合」は年々高くなってきて
おり、今後も各種講座や研修会など学習機会を設けることで、さらに高くなっていくと思われ
る。

人権教育啓発研修会参加者へのアンケー
ト調査で、今後の参考になると答えた人
の割合

－

施策に対する成果指標名

⑥ 施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）
成果指標の計算式の説明

ベンチマークの説明
目標値

100.0

施　策　名
（小項目）

人権問題の解決
02-02-09

20.0 25.0 H26このシート作成に要した時間

市民意識調査結果（H25は未実施）

4.0

この施策の
アピール
ポイント

人権啓発研修会、男女共同参画研修会をはじめ、各種講座、啓発標語募集など、様々な方面から人権問題、
男女共同参画にアプローチする機会を創出し、意識の高揚を図り、差別のない社会を目指している。

人権教育啓発研修会参加者が
意義を認めた割合

人権教育・啓発研修会、イベ
ント等参加者数

人権教育講師派遣事業

地域や職場で男女が対等に活
躍できていると感じている市
民の割合

この施策の
平成25年度の

施政方針

本市では、共生の社会・男女共同参画社会の実現に向け、あらゆる機会を捉え、年齢、経験に応じた人権啓
発に取り組んでいるところであります。しかしながら、インターネットなどによる新たな人権侵害や近親者
間で弱い立場の者への暴力・虐待などが発生しています。こうした問題の解決のため、全ての人が社会の一
員として互いに尊重し、支え合うという意識づけが必要であり、人権に関する問題に直面した方のため、相
談体制の充実を図ってまいります。

⑦ 目標達成に必要な新規事業（裏面 施策構成事務事業以外の事業）及び連携させる他部署の事業

学校園・企業等に講師を派遣する回数

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低

H25

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

満
足
度

重要度



05

平成26年度平成23年度施策を構成する
事　務　事　業

細　　事　　業

249 402 0.04 317人権教育推進委員会等推進事業 単市 250 655 0.07 357 ☆☆☆☆☆

教育集会所維持管理事業 単市 191 159 0.02
人権教育推進事業

837 0.10

677 299 0.03 6,269 595 0.06 888 ☆☆☆

0.01ＰＴＡ等人権教育推進事業 ☆☆☆☆

人権教育セミナー開設事業 単市

190

571 0.07 118
人権教育指導者養成事業

単市 230 238 0.03

365 0.04

270192 0.02 270 79

337 0.04 149 ☆☆☆☆☆128

1,161 ☆☆☆☆

477 0.06

11

2,614 0.30 410489

人権教育・啓発研修会開催事業 補助 142 439 0.06

人権啓発事業

2,120 0.28

補助 170

59 284 0.04 70 431

1,914

0.05 20 ☆☆☆

啓発標語募集事業 182 522 0.06 166 463 0.07 70 ☆☆☆

小集会所・共同作業場管理事業 単市 79 0.01 11 61 0.01 10 106 0.01 10 ☆☆

犯罪被害者等支援事業 単市 0 1,432 0.17 0 167 0.02 0 260 0.03 100 ☆☆

0.00都市人権推進事業連絡協議会 0 0.00 ☆

都市人権推進協啓発活動負担金 内部管理

10

79 0.01 208220

内部管理 10

100 0.01

00 0.00 10 0

214 106 0.01 223 ☆

人権擁護委員協議会助成金 内部管理 455 238

内部管理 14 80

0.03 455 100 0.01 455 260 0.03 455 ☆☆☆

研修会等参加負担金 0.01 13 0 0.00 12 106 0.01 50 ☆☆

隣保館管理運営事業 7,198補助 4,548 1,703 0.17

隣保館管理運営事業

4,548

101 0.01 10

112

1,409 0.14 5,486 2,216 0.21

40

☆☆☆

隣保館運営委員会 補助 93 410 0.04 93 399 0.04

57

528 0.05 142 ☆☆☆

ふれあいサロン講座開催事業 補助 40 607 0.06

53

599 0.06 52 106 0.01

10

☆☆☆

ライフサポート講座開催事業 補助 10 607 0.06 10 599 0.06

20

106 0.01 26 ☆☆☆☆

人権講座開催事業 補助

42

100 0.01 10 211 0.02

10

☆☆☆☆

文化祭開催事業 補助 42 303 0.03 42 499 0.05

55

317 0.03 59 ☆☆☆☆

ふれあい交流開催事業 補助 10 208 0.02

76

100 0.01 18 422 0.04

0

☆☆☆

講座等広報事業 補助 76 101 0.01 76 299 0.03

0

211 0.02 79 ☆☆☆

研修会等参加負担金 単市 0 202 0.02

67

0 0.00 0 0 0.00

0

* 未実施

岡山県隣保館連絡協議会負担金 単市 67 506 0.05 67 200 0.02

0

0 0.00 67 ☆☆

岡山県隣保館連絡協議会（備前地区含む） 単市 0 101 0.01

住宅新築資金等・生業資金貸付金償還事務 住宅新築資金等・生業資金貸付金償還事務 法定 17 1,967 0.31

男女共同参画啓発・推進事業 補助 265 5,120 0.59

☆

4 1,368 0.21

100

0.34

8 1,221 0.17 11 * 法定事務

☆☆☆☆290286 2,950

きらめきフェスタ事業 補助 475 1,406 0.18 292 1,168 0.15

431

ウィズびぜん運営事業 単市 96 642

3,826 0.46

445

429 1,650 0.19 349 ☆☆☆☆

4

0.08 33 483 0.06 7

0

0.05 26 ☆☆☆

研修会等参加負担金 内部管理 4 0 0.00

0

0 0.00 3 0 0.00

28

☆☆

男女共同参画基本計画策定事業 法定 360 3,496 0.33 0 0 0.00

31

0 0.00 0 ☆☆

市男女共同参画推進委員 単市 27 381 0.04

54

100 0.01 23 471 0.05

0

☆☆☆☆

市男女共同参画推進審議会 単市 253 641 0.06 46 0 0.00

0

309 0.04 106 ☆☆☆

市男女共同参画推進本部 単市 4 214 0.02

0.05

0 0.00 0 154 0.02

0 629 0.07単市 0 61 0.01 0 422 0 ☆☆☆

男女共同参画事業

☆☆☆

ＤＶ対応

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

2.959,055 25,526 8,395 16,777 1.95
この施策に費やした資源（単位：千円，人）

15,069 17,575 1.95 12,269

01

02

03

04

06

☆☆☆☆☆
　　～　☆

人工数
直　接
事業費

人件費 人工数 当初予算

0.01 0 317 0.03

0.21人権啓発地域活動事業 補助 837

140

施策への
貢献度

事業
分類 直　接

事業費
人件費 人件費

直　接
事業費

人工数

事　業　費　等　（単位：千円，人）

平成24年度 平成25年度

施策構成事務事業の評価


